
市（町）指定第15号
木造十一面観音菩薩立像
（敬恩寺）

市（町）指定第11号・県指定
木造薬師如来坐像
（東方寺）

重要文化財
厨子入銀造阿弥陀如来立像
（近江八幡市・浄厳院）
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※休館日…11月4日、9日、16日、24日、30日・12月7日

令和8年11月3日（火・祝）～12月13日（日）
［開館時間］9：30～17：00 （最終入館 16：30）

入館
無料

［主催］栗東市、栗東市教育委員会　　［後援］公益財団法人栗東市スポーツ協会
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市（町）指定第5号
木造毘沙門天立像
（松源院）



栗東歴史民俗博物館 ホームページ▶

「滋賀県文化財保護の仕組みとあゆみ」
［講　師］井上 優 氏 （滋賀県文化財保護課専門幹）
［日　時］令和８年12月6日（日）14：00～15：30
［会　場］栗東歴史民俗博物館　研修室
［定　員］80名（当日先着順・参加費無料）

「栗東の文化財～これまでと・これから」
［講　師］佐々木 進 氏 （栗東市文化財審議会委員）
［日　時］令和８年11月8日（日）14：00～15：30
［会　場］栗東歴史民俗博物館　研修室
［定　員］80名（当日先着順・参加費無料）
［協　力］栗東歴史民俗博物館 市民学芸員の会

栗東歴史民俗博物館
所在地 ● 滋賀県栗東市小野223-8
問合せ ● TEL：077-554-2733
　　　　FAX：077-554-2755

　栗東町文化財保護条例は令和8年に制定70年を迎えました。昭和31年に制定されたこの条例は、
県内では旧水口町に次いで2番目に制定された文化財保護条例である事から、栗東では早くから
文化財保護への関心が高かった事がわかります。
　さて、昭和31年の制定から70年の間、文化財保護条例は昭和38年の改正、昭和56年の条例
全面改正を経て、平成31年には大元の文化財保護法の改正が行われるなど、制度面に変化が
ありました。また、町から市へと地方公共団体の姿も変わり、少子高齢化を背景とする文化財の
担い手不足など、日本社会を取り巻く環境も制定当時より大きく変化しているのが現状です。
　そこで栗東歴史民俗博物館では、制定70年を迎えた今年に、これまでの栗東の文化財保護
事業を辿るとともに、次の世代へ向けて、文化財の保護と継承そして未来を考える機会とする
事を目指して本展覧会を開催いたします。

関連企画 記念講演会

［日　時］令和８年11月14日（土）、23日（月・祝）14：00～
［会　場］栗東歴史民俗博物館　第２展示室
［解　説］当館学芸員
［参加費］無料

関連企画 展示解説会

市（町）指定第29号 板絵著色三十番神像（白鬚神社）
市（町）指定第75号

紙本墨書金勝寺本堂再建勧進状（金勝寺）
市指定第87号 十里遺跡出土木簡

（栗東市教育委員会）


